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研究成果の概要（和文）：割合錯誤とは、意思決定やリスク判断の場面にて、％が分数として異
なる数字の組み合わせで表現された時、表現の違いが判断や意思決定に影響する現象を指す。
研究代表者山岸のリスク知覚研究では、癌について「１万人中 1286 人が死ぬ」と教示された被
験者は「100 人中 24.14 人」と教示された被験者よりも癌危険度をより高く評定した。本研究
は、こうした割合錯誤現象の説明原理を樹立し、リスク・コミュニケーション場面への応用方
法論を提供する事を目的とした。説明原理として提唱した「二重 Weber-Fechner 理論」は雑誌
論文５が提唱し、その理論に基づくコミュニケーション論は、雑誌論文１・３・４に発表した。
雑誌論文５が注目したのは情報処理過程であり、コミュニケーションの言語的側面の基礎研究
は、雑誌論文６・７・８にある。最後に、雑誌論文２においてがん患者対象のコミュニケーシ
ョン技法を提案し、応用的成果とした。 
 
研究成果の概要（英文）："The ratio bias" denotes a systematic logical anomaly in human psychology.  
One exhibits a ratio bias whenever her magnitude judgments pertaining to percentages show 
inconsistencies with logically equivalent judgments pertaining to fractions by combined integers.  
Yamagishi (1997)'s experimental participants rated risk of cancer as more dangerous when instructed 
that cancer kills "1286 people out of 10000" than when told "24.14 out of 100."  This research program 
aimed at establishing theoretical framework to explain such phenomena, as well as providing applied 
prescription for risk communication.  The theory, "dual Weber-Fechner Theory," appeared in journal 
the article 4 in the subsequent list.  Papers discussing communication research in extension of the 
article 4 include papers 1, 3, and 4.  They also inherit insights in verbal communications set forth by 
articles 6, 7, and 8.  Finally, the article 2 offers applied work in the setting of risk communication 
between cancer patients and medical practitioners.  Thusly this investigation accomplished the 
objectives in the research proposal stage. 
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１．研究開始当初の背景 

 認知心理学者 Daniel Kahneman による

2002 年のノーベル経済学賞受賞は、意思決

定場面に於いて、古典経済学が想定する

「合理性・論理的首尾一貫性」から人間の

決定が逸脱する原因究明の研究が、世界的

にその意義を認められた証左である。様々

な決定場面での非合理的な決定現象が知

られる中、本研究で「割合錯誤(ratio 

bias)」現象を取り上げる。割合錯誤とは、

意思決定やリスク判断の場面にて、％が分

数として異なる数字の組み合わせで表現

された時、表現の違いが判断や意思決定に

影響する現象を指す。 

 

２．研究の目的 
本研究では「割合錯誤（ratio bias）」をも
たらす認知過程の詳細な理論化、及び理論に
もとづくリスク教育への応用可能性の探求
を目的とする。 
 
３．研究の方法 
平成 18 年：割合錯誤現象の先行研究が共通
して仮定しておきながら、今に至るまで実証
的検証を受けていない選択的注意の認知過
程を明確化する。心理学実験により、不確実
性の強度判断場面で割合錯誤を示す被験者
の心理的注意の方向を測定する。 
平成 19 年：選択課題、リスク評価課題など
の心理実験より、割合錯誤である心理反応が、
本研究計画が提唱する「二重 Weber-Fechner
理論」で記述可能である事を示す。 
平成 20 年〜平成 21 年：二重 Weber-Fechner
理論に基づいたリスク・コミュニケーション
の応用技法を、がん臨床の場面に提案する。 
 
４．研究成果 
理論的貢献としては、本研究が提案した新た
なリスク知覚の認知過程理論を研究論文に
発表した（主に論文５、補助的な論文として
５論文１、３、４、６〜８）。応用として、
がん患者を対象とした患者間リスク知覚の
個人差が発生する原因を究明し、患者が主体
となる治療法選択技法を構築する契機とな
る研究論文を発表した（論文２）。 
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